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当行は国際業務を、1980年代から90年代を通じ拡大、整備

して参りました。最近の国際金融情勢及び邦銀の国際業務を

取り巻く環境は変化しておりますが、当行は、国内外の事業法人・

金融法人を柱とした幅広いお取引先に高度な金融サービスを

提供する為、国際業務を戦略的強化分野と位置付け、より効

率的な体制を構築する為、昨年度より、海外拠点のネットワーク

の見直しを実施しております。具体的には、米州、欧州、アジア・

オセアニアの3地域において、中核拠点に機能を集約し、プロ

ジェクト・ファイナンス、ストラクチャード・ファイナンス等の高付加

価値のインベストメントバンキング業務は、中核拠点と本店で

一体運営を行い、金融サービスの一層の向上を図っております。

●米　州●

当行は、金融の最先端市場である米州において、日系・非日系

を問わず幅広いお取引先に対し、コマーシャルバンキング業務

に加え、最新の金融技術を駆使したインベストメントバンキング

業務を展開しております。また、本邦企業の米州進出に当たって

はきめ細かいサポートとともに、進出後も通常のファイナンスは

勿論、金融の最先端市場ならではの高度な金融サービスを提供

しております。米国企業に対しても、当行ネットワーク網を駆使し、

日本をはじめとする海外への営業展開を積極的にサポート

しております。また米国では、本年5月に新国際業務システム

を導入し、お取引先へのサービス向上を図るとともに、ニュー

ヨークを中心とする6拠点で、幅広くお取引先のニーズにお応え

できる営業体制を維持しております。

●欧　州●

本年1月の通貨統合に伴い、米ドルに匹敵する市場規模の

単一通貨「ユーロ」圏が誕生致しました。この市場構造の変革

に対応し、欧州企業は業界再編やM＆Aによる大型化、民営

化等、ダイナミックな動きを見せております。

当行ではこの大変革期をビジネスチャンスとして捉え、お取引

先に対し高付加価値サービスを提供する為、インベストメント

バンキング業務をロンドン拠点に集約し、欧州域内のネットワーク

を活かした営業体制を構築しております。

●アジア・オセアニア●

アジア地域では、現在、アジア通貨・経済の安定化と新たな

経済成長軌道への回復に向けた取り組みが行われております。

かかる状況下、興銀グループでは、日系を中心とするお取引

先の金融ニーズにお応えする体制をより強固にする為、香港に

プロジェクトファイナンス部の別室を設置、シンガポールに市場

関連機能を集約する等、域内においても高度な金融サービス

を提供できる組織体制を整えております。

●産業金融セミナー（Industrial Finance Seminar : IFS）●

当行のIFSは37年の歴史を有し、これまでに、現在各国の

枢要なポストで活躍されている方 を々はじめ約80カ国から2,300

名を超える参加者を数えております。IFSの主な目的は、我が国

の経済、産業、金融及び文化の実績を広く紹介し、参加機関

と当行の間の相互理解の強化を図ることにあります。これら

セミナーを通じて築かれた人的ネットワークは当行の最も貴重

な財産の一つであり、IFSの役割は今後も引き続き重要なも

のと位置付けております。

戦略的強化分野●

当行は、52拠点、海外22カ国を網羅するネットワークを活用し、銀行・証券・信託・投資顧問等各地域の様 な々ニーズに

応じた専門性の高いグローバルサービスをご提供しております。

国際業務

グローバルネットワーク

（Association of Development and Industrial Banks in Asia）

当行はアジア域内の産業開発金融に携わる有力銀行と
1995年にADIBAを設立し、プロジェクトの共同推進、金融
技術面での情報交換、経済・投資環境の共同調査、シン
ポジウムの開催等を通じ、当行のお取引先のアジア地域
への直接投資を積極的に支援しております。

アジア産業開発金融機関協議会：ADIBA

当行の対中国業務は、20年以上の歴史を有しており、政
府機関・金融機関を中心に約60機関との間で業務協力協
定を締結しております。また、当行が中国から受け入れた
研修生・セミナー参加者も、延べ1,200名以上に及んでお
ります。中国との太い絆と長期にわたる業務実績は、高い
評価を受けており、北京では外銀としていち早く支店を開
設、上海では外銀第一号として人民元の取り扱いが認めら
れました。当行では、中国に関する豊富な経験とノウハウ、
太いパイプを、日系企業や欧米系お取引先の中国でのビ
ジネス展開に大いにご活用頂いております。

中国との太いパイプ

●グローバルネットワークについては30～31ページもご参照ください。
●インベストメントバンキング業務については46～49ページもご参照ください。


